
大
平
一空
皇
“
に
関
す
る
写
案
や
資
料
を
展
示
し
た
コ
ー
ナ
ー

ーー
螢
望
里
ユ
ウ
有
明
町
の
大
平
正
芳
記
念
館
で

観音寺写真や映像で功績紹介

一薔

憚

鶴

童

帯

の

一
部
を
構
成
す
る
旧
和
国

村
出
身
。
同
財
団
は
同
市

坂
本
町
で
旧
大
壬
寿

記

念
館
を
運
営
し
て
い
た

が
、
同
館
は
老
朽
化
に
伴

い
０
‘
０
１
５
年
３
月
末
に

開
館
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
市
民
か
ら

存
続
を
望
む
声
が
夕

上ヽ

が
っ
た
た
め
、
田
岡
敬
造

時
代
、
政
治
家
に
な
り
、

故
田
中
角
栄
一一讐
屈
Ｔ
Ｃ
日

中
国
套
止
常
化
に
取
り
組

′発

密

得

代

一届

と

な

っ
て
、
演
説
す
る
姿
を

写
真
や
資
料
で
紹
介
。

第
２
は
ハ
自
筆
の
書
や

色
紙
、
着
用
し
た
礼
服
の

他
、
書
書
な
ど
も
曇

弯

ビ
デ
オ
で
功
績
も
振
り
返

る
。
第
３
は
、
選
挙
な
ど

で
帰
郷
し
た
際
に
寝
泊
ま

り
し
て
い
た
陶
記
念
館
の

和
菫

を
復

九
。
旧
睾

念̈
館

の
畳
や
ふ
す
ま
、
警
護
の

た
め
に
設
置
さ
れ
た
分
厚

い
防
弾
窓
ガ
ラ
ス
を
そ
の

ま
ま
使
い
再
現
し
た
。

田
岡
さ
ん
は

「小
中
学

生
や
政
治
家
を
目
指
す
若

い
人
の
学
習
の
場
と
し

て
、
大
平
先
生
の
偉
業
を

知

っ
て
も
ら
い
た
い
。
香

川
か
ら
高
び
総
理
大
臣
が

生
ま
れ
る
こ
と
に
期
待
し

て
い
る
」
と
話
し
た
。

開
館
は
午
前
９
時
～
午

後
５
時
。
月
曜
日
体
館
。

ス
（籍
料
は
高
校
生
以
上
３

０
０
円
、
小
中
学
生
１
５

０
円
。
問
い
合
わ
せ
は
同

館

（０
８
７
５

・
２３

・
０

０
５
５
）
。

塑
首
寺
車
雪
ン
の
大
平
正
菱

響

相

Ｔ

９
１
０

～
８０
年
）
の
功
績
を
伝
え
る

「大
平
正
芳
記
念
讐

が
ユ
只

観
音
寺
市
亘
塑
円
の
民
間
施
設

「世
界
の

コ
イ
ン
菱

２
階
に
新
装
オ
ー
プ
ン
し
た
。
記
念
式

典
も
あ
り
、
元
首
相
の
次
男
で
大
平
正
菱
謬
８
整
団

の
大
平
裕
理
事
長
や
自
川
晴
司
市
長
ら
関
係
薯
鳥

２̈

０
０
人
が
開
館
を
祝

っ
た
。　
　
　
　
ｍ
円中
尚
登
】

さ
を

重
出

中の
有
志
が
大

平
正
芳
記
念
館
を
再
設
置

す
る
た
め
の
組
織
を
結

成
。
さ
″
年
２
月
か
ら
企
業

や
個
人
に
募
金
を
呼
び
か

け
、
開
館
に
必
要
な
資
金

を
集
め
て
い
た
。

新
記
念
館

（
約
２
２
０

平
方
研
）
は
、
三
つ
の
コ

ー
ナ
ー
か
ら
な
り
、
第
１

は
元
首
相
の
古
里
や
学
生

榛
壼一
職
一
■
曰
ビ

麟轟一摯」一「「「“知

大
平
元
首
相
の
写
真
の
前
で
あ
い
き
つ
す
る
大
平
裕
理
姜
長

――
観
音
寺
市
内
で

一

一
¨
亀



新大平正芳記念館が開館 顕

目
警 |

政
▽
外
交
▽
地
域
責
献
▽
恩

師

・
恩
人
―
な
ど
の
テ
ー
マ

別
に
屋

ホ
。

「大
壬
止
芳
を

育
ん
だ
郷
土
の
時
代
」

「大

平
正
芳
の
戦
前
と
戦
後
―
大

蔵
管
僚
か
ら
政
遺
家
へ
Ｌ
田

中
内
閣
外
相
と
し
て
―
日
中

国
交
正
常
化
」
な
ど
、
政
治

家
と
し
て
の
足
跡
を
た
ど

っ

た
コ
■
サ
ー
の
ほ
か
、
大
平

氏
の
揮
豪
に
な
る
色
紙
や
当

時
の
礼
服

・
勲
章
も
紹
介
。

復
元
し
た
和
室
か
ら
は

「
思

想
は
高
く
生
活
は
質
素
に
」

殊

集

霧

弊

鮮

神
を
し

の
ぶ

こ
と
が
で
き

る
。こ

の
日
は
、
浜
田
知
事
や

県
選
出
国
会
議
員
ら
が
出
席

し
て
開
設
記
念
式
典
が
あ

り
、
大
平
正
芳
記
念
財
団
の

大
平
裕
理
事
長
は

「
父
の
生

い
立
ち
か
ら
政
治
思
想
ま
で

生
涯
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き

る
施
設
。
ぜ
ひ
、
若
い
人
た

ち
に
父
の
姿
を
追
い
求
め
、

参
考
に
し
て
も
ら
え
れ
ば
あ

り
が
た
い
」
と
話
し
た
。

由鳳
牌
醤
展
革
前

９
時
か

ら
午
後
５
時
ま
で
。
人
館
料

（世
界
の
コ
イ
ン
館
と
共
通
）

は
高
校
生
以
上
３
０
０
円
、

小
中
学
生
１
５
０
円
。
月
曜

休
館
。
問
い
合
わ
せ
は
、
同

館

〈
０
８
７
５

（２
３
）
０

０
５
５
〉
。

新大手正芳記念館で遣品や写真な
来館者ら=観音寺市有明 llT

■ 一 一 、       :
見て元首相を しのぶ

彰
と
地
域
振
興
に
観
ユ日寺

昨
年
３
月
末
で
閉
館
し
た

大
≡
上
蟹
謳
念
館
が
同
市
有

明
町
の
世
界
の

コ
イ

ン
館

（琴
弾
公
国
内
）
２
階
に
新

た
に
整
備
さ
れ
て
５
日
、
新

大
平
上
方
記
念
館
と
し
て
オ

ー
プ
ン
し
た
。
同
市
豊
浜
町

出
身

の
大
平
正
芳
元
首
相

（１
９
１
０
～
８０
年
）
に
関

す
る
旧
記
念
館
所
蔵
品
の
う

ち
、
遣
品
や
資
料
を
展
示
し

て
い
る
ほ
か
、
帰
郷
時
に
寝

起
き
し
て
い
た
和
室
も
復
元

・
保
存
し
て
お
り
、
大
平
氏

の
生
涯
や
政
治
家
と
し
て
の

足
跡
を
た
ど
れ
る
内
容
と
な

っ
て
い
る
。

新
記
念
館
は
、
地
元
有
志

ら
で
つ
く
る
再
設
量

曾

奏
云

が
寄
付
を
募
り
、
市
所
有
の

コ
イ
ン
館
２
階

（約
３
０
０

平
方
屑
）を
改
装
し
て
整
備
。

運
営
は
第
ニ
セ
ク
タ
ー
が
担

う
。
遺
品
や
写
真
な
ど
５
２

５
点
を
、
▽
人
と
思
想
▽
内



昨
春
閉
館
し
た
観
音
寺
市
の

大
平
正
芳
記
念
館
が
５
日
、
同

大平正芳記念館

功績展示し再開

周恩来元首相のめい、来賓

市
有
明
町
に
再
び
開
館
し
、
こ

の
日
あ

っ
た
式
典
に
大
平
元
首

相
が
国
奎

豊

Ｅ

他
に

受

刀
し
た

中
国

の
周
恩
来
元
首
相

の
め

い
、
周
乗
宜
さ
ん
が
来
賓
と
し

て
出
席
。

「
私
た
ち
の
上
の
世

代
と
同
じ
よ
う
に
日
中
の
友
好

関
係
の
持
続
の
た
め
に
貢
献
し

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

△
当
型

是

”
（
１
９
１
０
～

８０
）
は
旧
豊
浜
町
出
身
。
旧
記

念
館
は
一ル
首
相
の
事
務
所
が
あ

っ
た
建
物
に
あ
り
、
遺
品
や
資

料
を
収
集

・
展
示
し

て
い
た

が
、
者
朽
化
の
た
め
昨
年
３
月

に
開
館
し
た
。

こ
れ
を
惜
し
ん
だ
地
元
有
志

あいきつする周思来元首相の

めい、周乗宜さん=観音寺市

が
約
２
６
０
０
万
円
の
寄
付
金

を
集
め
、
市
も
支
援
し

て
再

開
。
新
し
い
記
念
館
で
は
自
筆

原
稿
な
ど
と
当
時
の
写
真
や
新

鵬罫

当

な

ど
を
曇

不
し
、
一型

目

相
の
軌
跡
が
学
べ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。

一型
黒
伸
の
各
”
で
本
十
正
芳

記
念
財
団
の
大
平
裕
理
事
長
は

「父
は
７０
歳
を
過
ぎ
た
ら
地
元

で
若
い
人
と
国
を
語
り
た
い
と

い
う
夢
を
も

っ
て
い
た
。
若
い

人
に
父
の
姿
を
追

っ
て
い
た
だ

け
れ
ば
望
外
の
暮
び
で
す
」
と

話
し
た
。　
　
　
　
盆
等
違
哉
）

震
え
る
音
色

心
も
震
わ
す

古
民
家
の
壁
に
あ
る
筒
が
ゆ

っ
く
り
と
回
り
、
音
が
は
じ
け

る
。
壁
紙
に
模
様
を
つ
け
る
ロ

ト
ラ
ー
を
モ
チ
ー
フ
に
作

っ
た

オ
ル
ゴ
ー
ル
だ
。

「
オ
ー
ル

・

オ
ブ

・
ア

・
ト
レ
ン
プ
ル

（
シ

ー
ウ
オ
ー
ル
）
」
と
い
う
名
の

作
品
で
、
よ
せ
る
波
の
よ
う
に

オ
ル
ゴ
ー
ル
の
音
が
広
が
っ
て

い
る
。

「
ト
レ
ン
ブ
ル
」
に
は

「震

え
る
」
と
い
う
意
味
が
あ
る
。

物
が
震
え
て
出
る
音
に
触
れ
、

心
も
震
わ
せ
て
は
し
い
。
そ
ん

な
思
い
を
込
め
て
、
ア
ル
バ

ニ

ア
出
身
の
ア
ン
リ

・
サ
ラ
さ
ん

（２
）
が
作

っ
た
。

室
内
で
は
、
街
で
サ
ッ
ク
ス

を
吹
く
人
の
映
像
と
、
尺
八
の

音
が
響
く
。

「
東
洋
と
西
洋
と

い
っ
た
対
照
的
な
物
が
反
発
し

た
り
、
共
鳴
し
た
り
す
る
場
」

と
ア
ン
リ
さ
ん
は
話
す
。

映
像
を
見
な
が
ら
、
尺
八
の

うみ
ある<
瀬戸芸2016

す
る
ど
い
音
を
聴

い
て
い
る

と
、
古
民
家
に
人
の
息
が
吹
き

込
ま
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し



昨
年
３
月
に
開
館
し
た
旧
和
田
村

（現

¨
観
音
寺
市
）
出
身
の
元
首

相
、
大
平
正
芳
氏

（
１
９
１
０
～
８０
年
）
の
記
念
館
が
、
観
音
寺
市
有

明
町
の
琴
弾
公
園
で
再
び
開
館
し
た
。
「
新
大
平
正
芳
記
念
館
」
と
し

て
、
旧
記
念
館
に
あ

っ
た
遺
品
を
中
心
に
、
紅
５
５
０
点
を
展
示
す
る
。
一

（新
居
重
人
）

大
平
氏
が
心
筋
梗
塞

で
死
去

筆
、
え
ん
び

服
な
ど
の
愛
用

品
、
帰
郷
時
に

寝
泊
ま
り
し

て
い
た
旧
記
念
館

の
２
階
和

室

（
６
畳
）
も
そ
の
一ま
ま
移

築
し
た
。

来
館
し
た
同
市
観
音
寺
町
の

新
居
光
夫
さ
ん
（８．
）
は

「
懐
か

し
い
品
ば
か
り
で
感
動
し
た
。

さ
ら
に
多
く
の
人
が
訪
れ
て
く

れ
る

の
で
は

」
と
期
待
を
込
め

た

¨

て

い

た

大

平

正

芳

記

念

財

団

（
東
京

）
が
市
な
ど

に
協
力
を

要
請
。
市
は
琴
弾
公
国
内
の
「
世

界

の

コ
イ

ン
館

」
２
階
の
会
議

室

（
約
３
０
０
平
方
研
）
を
提

供
す
る
こ
と
を
決
め
た

。
改
修

資
を
募

っ
た
と
こ
ろ
、
市
内
外

の
約
８
６
０
の
団
体
や
個
人
か

ら

目
標
額
よ
り
も
れ

●
０
０
０

万
円
多
い
計
２
６
０
１
万
円
が

寄

せ
ら
れ
た
。

新
た
な
記
念
館
で
は
、
時
系

列

に
写
真
や
手
紙
を
展
示
し

て

理
解
し
や
す
く

し
た
。
旧
記
念

館

で
保
存
し
て
き
た
大
平
氏
の

幼
少
期
か
ら
首
相
時
代
に
か
け

て
の
約
１
０
０
枚

の
写
真
も
新

た

に

現

像

、

修

整

処

理

し

て

額

装

し

た

ほ

か

、

す

ず

り

や

記
念
館
近
く
の
ホ
テ
ル
で
は

　

・
０
０

‐５
５
）
。

館
し
た
が
、
老
朽
化
の
た
め
　
卜に

中『』裁̈̈
｝諜蛯醒則は　」申

５
日
ヽ
約
１
７
０
人
の
関
係
者

ら
が
出
席
し
、
開
設
記
念
式
典

を
開
催
。
大
平
氏
の
次
男
で
大

平
正
芳
記
念
財
団
理
事
長
の
裕

さ
ん
（
７７
）
は

「
子
供
た
ち
に
偉

業
を
知

っ
て
も
ら
う
た
め
、
教

材
と
し
て
も
活
用
し
て
も
ら
え

る
陳
列
に
し
た
「
今
後
は
セ
ミ

ナ
ー
な
ど
を
開
い
て
協
力
し
て

い
き
た
い
」
と
述

べ
た
。

運
営
は
同
市
の
第
３
セ
ク
タ

ー

・
観
音
寺

観
光
開
発
が
担

う
。
開
館
は
午
前
９
時
～
午
後

５
時
で
月
曜
休
館
。
入
館
料
は

高
校
生
以
上
３
０
０
円
、
小
中

学
生
１
５
０
円
。
潤
い
合
わ
せ

は
同
記
念
館

（
０
８
７
５

¨
２３



「大
平
正
芳
記
念
館
」
が
再
出
発

観
音
寺
ｏ琴
禅
公
園
内

再
開
さ
れ
た

「
大
平
正
芳
記
念

館
」
の
館
内
＝
観
音
寺
市
有
明
町

域振興の発信基地に地

い

っ
た
ん
閉
館
し
た

「
大
平
正
芳
記
念
館
」
が
、
香
川

旧
奮
翌
皇
〓
皇
夏
明
町
の
琴
禅
公
国
内
の
世
界
の
コ
イ
ン
館

２
階
に
再
び
開
館
し
た
。
元
首
相

の
顕
彰
と
と
も
に
、
地

域
振
興
の
発
信
基
地
と
し
て
再
出
発
し
た
。

大
平
正
芳
元
首
相

（
１
９
１
０
～
８０
年
）
は
旧
和
田
村

出
身
。
旧
記
念
館
は
観
音
寺
市
坂
本
町
の

万
選
挙
事
務
所

の
建
物
に
あ

っ
た
が
、
老
朽
化
な
ど
の
た
め
昨
年
３
月
、

閉
館
し
た
。
再
開
を
望
む
声
が
高
ま
る
中
、
地
元
の
有
志

ら
が
寄
付
金
を
彙
み
、
市
も
支
援
し
て
再
開
‘

」ぎ
つ
け

た
。新
記
念
館
は
、
生
涯
の
足
跡
と
業
績
▽
故
人
を
し
の
ぶ

遺
品

・
記
念
品

・
著
書

・
映
像
▽
旧
記
念
館
の
和
室
―
の

３
つ
の
コ
ー
ナ
ー
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
旧
記
念
館
に
あ

っ
た
重
要
文
献
類
は
目
立
国
会
図
書
館

へ
、
９
千
冊
を
数

え
る

「大
平
文
庫
」
は
一査
川
県
立
図
書
館

へ
移
さ
れ
た
。

５
日
に
行
わ
れ
た
記
念
式
典
に
は
（
大
平

一生
霜

の
次

男
で
記
念
財
団
の
大
平
裕
理
事
長
や
地
元
の
有
志
ら
が
出

が
需
嗣
離
箱
肇
載
籟
魏
鋳
期

い
さ
つ
し
、

「日
中
の
国
交
が
結
ば
れ
た
当
時
を
思
い
出

し
た
。
両
国
の
発
展
と
永
遠
の
友
好
関
係
が
続
く
よ
う
貢

献
し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

記
念
館
は
市

の
第

ニ
セ
グ
タ
ー
が
運
営
。
月
曜
休
館

（祝
日
の
場

資
は
火
曜
日
）
。
入
場
料
は
高
校
圧
以
上
３

０
０
円
、
小
学
生

１
５
０
円
。

問
い
合
わ
せ
は
同
館

（
８
０
８
７
５

●
２
３

・
０
０
５

５
）
。


